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Ⅰ はじめに

現在､看護記録について検討が行なわれてきているが､当病棟でも患者ケア-の資料として充

分活用されず問題点をとらえ､スタッフ問でのレベルアップを図るよう再検討 しまLT=oそれに

ついて発表します｡

丑 現在の記録の問題点

(1) 既に記録され1こものについての問題点

① 自由記録の記載が少ない｡

(勤 看甚展開が充分記録されていない｡

(参 母親など付添いに関する記録が少ない｡

@ 医師と家族 (患者 )の面談等の記録が少ない｡

(参 与薬､点滴などの田始変更が記録されていない｡

⑥ 検査結果の記録が少ない｡

(9 未熟児の ミルクの指示及び噴乳量の記録が少ないO

@ T･P･R等の汎定値を示す略語が統一されていないo

(勃 症状の表現が統一されていないD

⑲ 外来語が統一されていない｡

(2) 文献を通 じての問題点

① 記録の5要素(観察 ･判断 ･実施 ･目標 ･評価)が取 り入れられていない｡

⑧ 叙述用語が文語体である｡

(3) 他科の記録を導入し比較しての問題点

① 退院指導その他の指導内容が記録されていない｡

以上の(1x2X3)の問題点から､記録内容 と記録用語についての2点にまとめました｡

Ⅱ 方法

(1) 記録内容について
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① 入院時のアナムネ-ゼ及び看護計画lこついて検討する｡

② 朝のカンファレンスを活用し､記録内容､看護上の問題点とその戚閑について三六し合い､

その内容を記録する｡

③ 既に記録されT:ものについて症例をあげ､各グループで検討し､問題点をとりあけ全休で

話し合 う｡

④ 記録の5要素をもって実施例を作 りあげる｡

(2) 記録用語の統一

① 叙述用語について

従来用いてきT:文語体混じりの表現でな く､口語体を用いて日常的でわかり易く表別するt.

⑧ 測定値を示す記号を統一するn

③ 症状や訴えの表現について

a †1糾し)は､なるべ く避け､状態を具体的に数量的に示す｡

b 患者､付添いの訴えた言葉は｢｣を用いてそのまま表現する｡

C なるべく日本語で表わす｡丁二だし難しい漢字はひらがなでもよい｡

d 外来語は英語lこ統一 していくB

④ 病名､薬品名､検査､処置に関する略語を統一する｡

Ⅳ 実施及び評価

A 看護展開の記録について

(1) 入院時のアナムネーゼ及び看護計画の検討(資料 Ⅰを御参照下さい)

① 記述方法及び内容の統一

a 血液型の記入をする｡

b 室番号の変更を記入する｡

C 保護者 との続柄を記入するD

d 病名は確定の場合清書する｡

e 受持看護婦欄にアナムネ-ゼ聴取者のサインをするo

f 死亡の場合は(+ )記号でなく､死亡と記入する｡

g 新生児黄痕の場合はHとせず､軽重の程度を書 くハ

h 観察事項では､TPRの他にBP測定 も必ず記入する｡

i アナムネ-ゼは受持医と一緒にとり､その場で治療方針等の情報を得る｡

② 看護方針について

a 安静､食事､清潔について詳細に記入するo

b アナムネーゼ聴取者が看護計画をT=て､朝のカンプ7レンスで検討し補足惨正するo

これは軌道に乗ってきている,,

(2) カンフ7レンスの活用について (資料 且を御参照下さい )
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申し送 りの情報を もとに､記録を読みながら､情報の補足､自由記録の修正を行なった｡

まT:現時点の問題を検討し看護計画をT=てT=Oカンフ7 レンスの内容を記録することで､ス

タッフが茂に同一の問題意識をもって看護IこあT:る事が容易 となっT:0

(3) 既に記録されT=ものIこついて (資料 皿を御参照下さい )

方法として症例をあげ各グループで検討 しT=が､全例 とも問題に対する対処の方法が充分

記録されていないのが目立っT:｡ しかし後半になるほつれ自由記録 も書かれるようになり訂

正も少な くなっT=｡過去の記録を反省する事で看謹展開についての記録方法を修得 し､さら

lこ現在の記録を充実 LT=ものにするよう､ スタッフ一人一人が積極的に取 り組んで来T:とい

う点で大 きな意味を もっT=｡

(4) 記録の5要素をもって記録する. (資料Ⅳを御参照下さいO これは付添いの精神的不安iこ

対す る看護が比較的よく記録されている症例です )

毎日の看護について､記録の5要素 (特に判断､評価 )を全て取 り入れて記録する勤 ま難

しいO スタッフ間では､カンフ7レンス､申し送 りの中で情報を交換 し､問題点の把握 とそ

の対策を一致 させているが､その内容をより詳細に記載し全体で評価 していく必要がある｡

B 記録用語の統一lこついて (資料 Yを御参照 Fさい )

Y 考察

百･歪記録は､看護展開の実践例その ものであり､患者ケ ア-の資料 として役立つ よ う活用

し､看護実践の技術化に役立つ記録である事を学んだOそれは､現状lこおいてスタッフ一人一人

Eこ負 うところが多 く､そのT=め古庄をもって書 く努力をしながら､ "スタッフ問のずれ.､を修正

し､お互い客観視できるよう訓練していく宙が大田であるo

ll おわりlこ

よりよい看護を行 うT:めに､看護記録の内容及び用語の統一について検討 してきT:結果､●ァナ

ムネーゼがわか り易 く記録されるようlこなっT=ハ看護計画が記録される車に'iり､ スタッフ問の

石蕗 レベルが統一 され1:D 自由記録を書 くことlこよりスタッフの看護における視野が広 くなっT:a

今回の研究をもとに勤務時間内での記録の仕方､申し送 り及びカンプ 7 レンスでの記録の活用

方法等を今後の課題 として日々努力していきT:い と思 う｡

最後に この研究を行なうにあT:り御協力して下さっT:方々lこ深 く感謝いT=しますo
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賓料Ⅱ①

目′日 時 患者の状態観察 を 意図的に行なった (自由記主菜)経過要約〇､判断×評価△.註* サイン主 とした事実記録 治蝶
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目′日 時 患 者 の 状 態 観 察 を 意図的 に行 なった (自由記録)経過要約〇,判断×評価△.註* サイン主 と し た 事 実 記 録 治療
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巧′日 時 患 者 の 状 態 観 察 を 意図的に行なった (自由記録)経過要約〇､判断×評価△.註* サイン主 と し た 事 実 記 録 治標
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目′臼 時 愚 老 の 状 態 観 察 を 意図的 に行なった (自由記重量)経過要約〇､判断×評価△ .註 * サイン主 と し た 事 実 記 録 治療

､看讃､処置3/3′1○ 娼 廃 裂 鮎 血 J--I,d_入 カ ユ方

L>ス .緒 施主旭 林ごIノ7L.ち.秦 に 痕

出 して ① 義 気 L=汁 るネ容燃

日ま.確 を 後 白瓜 171らほ が 強 いt,i,L
..仏事勧 か さrJし､ ㊤ 永 劫 的 T=老 熟 が あ,JI々jDpr*_t=a_(-)BrT'一工 (-) T f 3b､

7.C, 臆 藤 子快 感 頭 痛食欲あるが 屯 吐 盲 'L)､ 伴 う面F▲してチビいちtJL､PL､う 3 神

j絶 好 7..Jfi_J17Y,I.Tll毅甑ぱくキrr>え

い ◎ 付 強 い 最 強 が/LL.象速乾塵') 5% J?>J.' 病 気.l二村 し7の 木魚 が

7藤吉弓1,LLヒ弓 己東 乱 象 も 布 準 用 強 く

ノ醗 数 万寺 .才ロ井口J4'30'患者もさまら拳 な い す

る .湯ウニtT..冒一缶 腋 庖 (解 =君堤 )i-_伸fRすう_永 存 .l33t甘 L,③ 誌 tEは .

､5)5発 足頭が>今T=し､臭 い T ≠ 38.才 C̀, わ かる各 項 1:Jの

乙p三省魚J ヒ蔀iう_ P≠ /40 の 妾 tJと

一線 明 して行 くtll'ス9オーレ 子L､{ マ.A-ニ 血 5森 ‡青 息 今 iDTのたP)にしてい5

人.匂う ヽ r=.T)ヽらllt.l貞

F.Lt:3いJうに見附 働 節 ヰ JLl.L-_ 上 晩 ､

話 レて行く弁背 l-_点.北 ､.h 血 舟 数 り ㊤ 対症療法 (電熱

轟地 絡 L=tf,jt､.出 血 /_) L=対するi鰭/∫● 顔 rE)まrごら鹿 に蕗T,-- り 6

>新 しい紹 轟 を金｢全身熱 烈 基 _& お 効 果が5)ら

二とはL..I;丁まら暑 ､ 韓 す/.tI57)全身熟 路 宇F事 強 い 色 気 も 布 ･D

1..,I.)ムニラうして傾 き鹿 洛 訴 えろ

湯 ク >J.'絵 .左 も らう頭 痛 if;J■ロ手吸 音 入きく 九 m .貼 用 ･着 譜

蹄 の舌勧 事声bJTて いろ_r.E I,L､ T ≠ 4/､′○C, 級 ,-レて行



賓料 正①

F]/日 時 患 者 の 状 態 観 察 を 意図的 に行 なった (自由記録)経過要約〇､判断×評価△ .註* サイン主 と し た 事 実 記 録 治療
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目/臼 時 患 者 の 状 態 観 察 を 意図的に行なった (自由記録)経過要約〇､判断×評価△.註* サイン主 と し た 事 実 記 録 治療

,看護､処置多産 .I, 方>千

一y'ゝ縫3T,24'蒸 散 砲 く F7-ン巧_

ン T>4n十t77メダンgう7才つていろ. T4I.A○C (t' U

対処 のさ孟 ?.乙 .I
T≠40､7.a,2● 5怒 声丸jLt態 pf 32事

声声出t/うT=J,ていろ

付 三森トL-_1､ちいち い,{

いる3● 歳月R,b声とbtしてい3

も-_=,..LI晩 フ7いろ

I-,..== .,J古○魚

眼,中 執 蕗専 一占●気ノ臥良 さ子う

_～A､4['eP30軸んーSL

/0°r' T3占.乍
'し イオ蔓も hL=ついて療凍i

いが 点痛 め P≠ ′ooJ

d JT:敢缶 (十一 月垂胞 (fー えニトマイ-1ン).tT

_ (..)轟 jr 吸 入 働 類ur

′/○ _Rb,.去 彪 月OhnJ空しI,ー■ 素.痛 感 )n5鹿 姦 L,い

滋去1｢i静任 7,._

.ILL. _長 芋慮頚 痛 (帝fL.針 )

T≠37.0.C,P ≠ノlP′∫● I)>T 二らせん.′



賓輯 Ⅴ

日′日 時 患 者 の 状 態 観 察 を 意図的に行なった (自由記録)経過要約〇､判断×評価△.註* サイン主 とした事実記録 治療
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li .i己録Hj語の統一一について

Lll 叙述糊pl-,',;について

例のように[_i,ぎfi体に統 一LT=｡

--･するも --す るが

訴 う , 訴える

鮎行す ･ FiE行する

し･Z､測定仙 こ関する略語の統一

rLl 体 温A T36.5'c

P 脈拍F'''( 1-165

1ミ 呼吸歓 1116

fil' 血 H三 13P120/90

1･lSll 血 沈 ESIも3-ll

1ll 斗 1､一

ll't 体 毛

ITrVII11㌦ fF壬i; Iilど

津 -やXはつけliい ｡

追,JL't状 や訴えについて

よf)客観的iこi主体的に言己録する1うになっT=が､外来か こついては習Iili的に ドイツj･'Ll,;を111

いてい る為注意する必要があるo

I.A:Ih=名､薬品名､検査､処挺等に関する略O-:-[.i

iL 病名

A入lL 急性骨髄性白血病

ALL 急性リンパ牲白血病

llCLS 川崎氏病

ITP 特発性血小板減少旺紫斑病

CHD 先天性心疾,tA

IRDS 特発性呼吸窮拍症候群

IEASS 多fit羊水吸引症候群

など

b ふITX メソ トレキセー ト

C-ari1 キロサイ ド

VCR ビンクリスチン(オンコビン)

GAI ゲ ンタマイシン

な ど
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e 検査

ECG 心電図

PCG 心音図

UCG 超音波心臓断層

EEG 脳波

PEG 気脳写

BMP 骨髄穿刺

d 処置

po 内服

lV 静注

1m 筋注

it 髄注

sc 皮注

Div 点滴静注

GE グリセリン琵腸

SE せっ_けん洗脱

BB 全身清拭

など

など
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